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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B19
一般装備費 警察費 装備費 一般装備費

警察法 戦略項目   

分野施策   

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

 

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金

決定額 △1,037 △1,037 52,298

現計額 53,335 7,704 45,631

平成28年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

警察管
理費

事 業
期 間

昭和29年度～ 根 拠
法 令

　警察活動を遂行する上で必要な装備資機材を整備し、
効果的に業務を遂行する。
　
　節約による減額(留保分)　　 　 　△1,037千円
 
(1) 個人装備資機材関係経費　　　 　 △188千円
(2) 車両関係経費　　　　　　　      △832千円
(3) 資格講習手数料関係経費　 　      △17千円

(1) 事業内容
　　ア　個人装備資機材関係経費　　　　耐刃防護衣、防弾衣等の購入経費　　　　　　　
　　イ　車両関係経費　　　　　　　　　車両整備用機器借上料等　　　　　　　　　　　
　　ウ　資格講習手数料関係経費　　　　装備資機材の運用のための資格取得手数料等　　
　　エ　新型インフルエンザ対策経費　　感染症防護対策キット等　　　　　　　　　 　　

(2) 事業計画
　　　複雑化、巧妙化、凶悪化する犯罪情勢に対応するため、警察活動に必要不可欠な装備資機材を効果的かつ
　　効率的に更新整備を実施する。

(3) 事業計画
　　　各種装備資機材を整備することにより、強力な職務執行能力の確保とともに、警察官の受傷事故防止を図る
　　ことができる。

(4) 補正予算の概要
　　節約による減額(留保分)

（国5/10・県5/10）、（県10/10）

普通交付税（単位費用）
（区分）警察費（細目）警察活動費
（細節）装備費
（積算内容）都道府県警察費補助金対象事業

補正後の
予算額

― 警察本部 B19 ―


	予算見積調書

